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●
資
料
の
〝
奇
跡
的
〟
里
帰
り

　
平
成
二
十
九
年
四
月
、
今
治
の
タ
オ
ル
メ
ー
カ
ー
社
長
の

藤
高
豊
文
氏
が
、
八
木
亀
三
郎
関
係
資
料
の
販
売
情
報
を

ネ
ッ
ト
検
索
で
見
つ
け
ま
す
。
た
だ
ち
に
こ
れ
を
東
京
の

古
書
店
で
購
入
し
、
半
年
余
り
か
け
て
整
理
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
書
簡
・
帳
簿
類
・
契
約
書
・
感
謝
状
・
地
図
な
ど
、

一
九
〇
〇
点
余
り
の
資
料
総
数
と
分
か
り
ま
し
た
。

　
本
紙
第
十
一
回
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
か
つ
て
八
木
亀

三
郎
が
営
ん
だ
八
木
本
店
の
店
舗
は
、
波
止
浜
の
本
町
通
り

に
現
存
し
ま
す
。同
店
が
蟹か

に

工
船
で
財
を
な
し
た
こ
と
か
ら
、

後
世
の
人
々
は
こ
れ
を
〝
蟹
御
殿
〞
と
称
し
た
り
も
し
ま
す
。

通
り
に
面
し
た
部
分
が
店
舗
で
、奥
に
私
邸
が
接
続
し
ま
す
。

中
庭
に
面
し
た
廊
下
は
す
べ
て
ガ
ラ
ス
戸
で
、
敷
地
面
積
約

四
二
〇
〇
平
方
㍍
の
中
に
約
五
七
四
平
方
㍍
の
建
物
群
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
こ
が
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
八
月
に
落
成
す
る
と
、

同
年
十
二
月
に
八
木
商
店
を
改
組
し
、
株
式
会
社
八
木
本
店

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
当
時
は
、
神
戸
と
函
館
に
出
張
所
が
あ

り
ま
し
た
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
本
社
を
東
京
へ
移

し
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
自
宅
も
東
京
へ
移
転
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
亀
三
郎
が
昭
和
十
三
年
に
亡
く
な
る
と
会
社
は
解

散
し
、
八
木
本
店
関
係
資
料
は
波
止
浜
か
ら
も
姿
を
消
す
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
翌
年
、
旧
店
舗
・
住
宅
は
豊
文
社
長
の
祖
父
・
藤
高

豊
作
氏
が
購
入
し
ま
す
。
以
来
、
藤
高
家
別
邸
と
し
て
維
持

が
図
ら
れ
、
こ
こ
を
資
料
館
に
再
生
し
よ
う
と
し
た
矢
先
、

実
に
七
十
余
年
ぶ
り
に
資
料
の
里
帰
り
が
実
現
し
ま
し
た
。

今
治
歴
史
散
歩

●
ロ
シ
ア
貿
易
漁
業
商
へ
の
道

　
新
し
く
見
つ
か
っ
た
資
料
な
ど
に
よ
れ
ば
、
亀
三
郎
の

父
・
八
木
友
蔵
は
波
止
浜
の
商
家
・
升
屋
の
六
代
目
で
、
所

有
す
る
神
社
丸
な
ど
を
使
っ
て
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）

年
に
下
関
や
江
戸
の
廻
船
問
屋
と
取
引
を
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、亀
三
郎
は
長
男
に
あ
り
な
が
ら
、

友
蔵
が
四
十
歳
の
時
に
生
ま
れ
た
後
妻
の
子
で
あ
っ
た
た

め
、
先
に
分
家
か
ら
迎
え
た
養
子
の
常
吉
が
本
家
を
継
承
し

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
友
蔵
が
所
有
す
る
屋
敷
と
塩
田
一

大
　
成
　
経
　
凡

　

今
治
の
埋
も
れ
た
、
魅
力
あ
る
歴
史
文
化

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
第
二
十
二
回

は
、
新
資
料
か
ら
見
え
て
き
た
波
止
浜
出

身
の
実
業
家
・
八
木
亀
三
郎
（
一
八
六
三
〜

一
九
三
八
）
の
事
績
を
紹
介
し
、
そ
の
生
涯

か
ら
浮
か
び
上
が
る
近
代
産
業
史
の
一
端
を

歴
史
散
歩
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
十
二
回
　
伊
予
が
生
ん
だ

実
業
界
の
巨
人
・
八
木
亀
三
郎
　

〈今治歴史散歩〉

旧八木本店・八木本家の中庭
※庭石は、蟹工船が樺太から持ち帰ったものと伝わる

八木亀三郎・芳枝夫妻
（大正 15 年 12 月 1 日付／東予日報）
※芳枝は矢野本家・矢野嘉吉の次女
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軒
に
つ
い
て
は
、
生
前
に
亀
三
郎
へ
譲
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
亀
三
郎
の
実
業
家
と
し
て
の
第
一
歩
は
、
明
治
二
十
四

（
一
八
九
一
）
年
に
波
止
浜
の
有
志
と
結
成
し
た
商
社
「
洪

成
社
」
で
し
た
。
帆
船
の
洪
成
丸
を
使
っ
て
、
朝
鮮
や
ロ
シ

ア
沿
海
州
と
の
交
易
を
行
っ
て
い
ま
す
。
波
止
浜
塩
の
輸
出

が
主
な
目
的
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
や
が
て
八
木
商
店
と
し
て

独
立
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
よ
り
さ
ら
に
北
の
ニ
コ
ラ
イ
エ

フ
ス
ク
（
尼に

港こ
う

）
が
彼
に
と
っ
て
の
商
業
拠
点
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
同
二
十
六
年
か
ら
鮭さ
け

漁
業
と
塩え
ん
ぞ
う蔵
鮭
の
輸
入
を

行
い
、
ロ
シ
ア
貿
易
漁
業
商
と
し
て
財
を
な
し
て
い
く
の
で

し
た
。

●
北
洋
漁
業
へ
の
挑
戦
と
挫
折

　
大
戦
景
気
に
も
乗
っ
て
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
亀

三
郎
は
愛
媛
県
一
の
高
額
納
税
者
と
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
長
男
の
實ま
さ
や
す通
は
同
五
年
か
ら
九
年
頃
ま
で
蘭
領
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
セ
レ
ベ
ス
島
（
メ
ナ
ド
港
）
向
け
の
南
洋
貿
易
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
そ
の
積
荷
目
録
に
は
硝
子
や
陶
器
に
混

じ
っ
て
綿
製
品
を
確
認
で
き
、
今
治
の
矢
野
綿め

ん
ね
る練
工
場
の
綿

ネ
ル
と
興
業
舎
の
大
正
布
も
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
タ
オ
ル
に

つ
い
て
は
、
希
望
す
る
規
格
寸
法
・
値
段
の
紋
（
縞
物
）
タ

オ
ル
メ
ー
カ
ー
が
今
治
に
は
な
い
こ
と
で
、
大
阪
の
泉
州
産

を
取
り
扱
っ
た
よ
う
で
す
。

　
八
木
本
店
に
と
っ
て
の
悲
劇
は
、ロ
シ
ア
革
命
の
余
波
で
、

大
正
九
年
に
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
市
街
が
廃
墟
と
化
す
〝
尼

港
事
変
〞
が
起
き
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ド
ル
箱

と
さ
れ
た
沿
海
州
の
拠
点
を
失
い
、
一
時
は
北
樺
太
西
海
岸

へ
漁
場
を
移
転
し
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
も
、
同
十
四
年
に
ソ

連
が
活
動
を
禁
止
し
た
た
め
、
投
じ
た
多
額
の
資
本
が
水
泡

に
帰
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
、大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
沿
岸
で
始
め
た
母
船
式
蟹
漁
業
が
数
年
間
好
成
績
を

上
げ
ま
す
。
實
通
自
ら
蟹
工
船
の
樺
太
丸
に
乗
船
し
、
陣
頭

指
揮
を
執
り
ま
し
た
。
し
か
し
、資
源
の
枯
渇
や
国
策
等
で
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
末
に
同
業
他
社
と
の
合
併
で
樺
太

丸
と
美
福
丸
が
八
木
本
店
の
も
と
を
離
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も

独
自
に
蟹
工
船
「
八
郎
丸
」
を
仕
立
て
、
鮭
鱒ま
す

工
船
に
も
挑

戦
す
る
な
ど
北
洋
漁
業
の
先
駆
者
と
し
て
存
在
感
を
放
ち
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
時
流
に
は
逆
ら
え
ず
、
浜
口
雄お

幸さ
ち

内
閣
の
金
解

禁
に
と
も
な
う
円
高
政
策
が
八
木
本
店
を
整
理
に
追
い
込
み

ま
す
。
同
社
の
蟹
缶
詰
な
ど
は
、
三
菱
商
事
を
通
じ
て
英
国

へ
輸
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
昭
和
五
年
に
不
振
と

な
り
、
多
額
の
不
良
債
権
を
生
ん
だ
の
で
す
。
債
権
者
た
ち

は
八
木
を
救
済
し
よ
う
と
、
債
権
を
株
式
に
変
え
て
八
木
漁

業
株
式
会
社
を
設
立
す
る
も
、
好
転
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
實
通
が
病
死
す
る
と
、
八

木
本
店
は
水
産
事
業
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　
会
社
の
解
散
に
あ
た
り
、
八
木
本
店
は
社
員
・
船
員
（
元

従
業
員
も
含
む
）
へ
の
恩
義
を
忘
れ
ず
、
退
職
金
を
惜
し
み

な
く
分
配
し
て
い
ま
す
。
新
資
料
に
は
多
く
の
礼
状
や
感
謝

状
が
含
ま
れ
、
亀
三
郎
の
人
と
な
り
を
存
分
に
語
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

〈今治歴史散歩〉

洪成丸の出港免状（明治26年）
※元山は日本海沿岸の朝鮮の開港場

八郎丸の蟹缶詰製造日誌（昭和５年）


